
 

 

 

 

 

 

（株）リバテープ製薬から 

本の寄贈がありました 
今年もリバテープ製薬株式会社より本の寄贈がありました。今

年の寄贈式では、リバテープ製薬に勤務されている山東小学校

の卒業生が来てくださり、仕事のやりがいや、リバテープ製薬に

就職した理由など、キャリア教育も行ってくださいました。ま

た、創業者の星子亀次郎さんにちなんだクイズ等もしてくださり、郷土の誇

らしい歴史についても学ぶことができました。 

この日はちょうど横山のしいたけもたくさんなっていたので、終了後にみ

んなで一緒にしいたけの収穫もでき、リバテープ製薬のみなさんへのお土産

にもできました。 

また、橋爪社長のおすすめ本もいただきました。今年は小学生向けの哲学

の本「自分って、なに？」「きもちって、なに？」「しあわせって、なに？」

です。たくさん子どもたちに読んでもらって、考える力を豊かにしていって

ほしいと思います。 

リバテープ製薬株式会社からの本の寄贈に心より感謝申し上げます。 

学校評価アンケートのご協力 

ありがとうございました 

 １１月２７日（木）～１２月９日（火）に行いました学校評価アンケートについて、多数の回答

をいただきありがとうございました。結果については集計して教職員で考察し、今後の教育活動

に役立てていきます。２月末には令和７年度学校評価としてホームページでも公開予定です。 

 さて、この学校評価アンケートの内容は,、昨年度（令和６年度）から大きく変わっています。

熊本市教育振興基本計画が昨年度改訂され、令和６年度～令和９年度熊本市教育大綱に沿った内

容になりました。熊本市教育大綱では、正解のない予測不能な未来で生き抜く力として、「主体的

に学ぶ」ことが重視されていますが、今回の改定では子ども自らがそのことを意識して学習に取

り組むように、アンケート項目に盛り込まれました。その一つが「２ 自ら学びに向かう力を育

む教育の推進」で、アンケートでは次のような質問になっています。 

 保護者向け：「学校はこどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組んでいると思

いますか」 

 子ども向け：「あなたは、自分で考え、自分から取り組む学習をしていると思いますか」 
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 昨年、この質問内容をはじめて読んだ時には、正直これは難しいなと思いました。子どもの主

体性を引き出す授業にはもちろん学校全体で取り組んでいましたが、「自分で考え、自分から取り

組む学習（授業）」となると、より子ども主体の授業に取り組む必要があります。案の定、昨年度

の学校評価アンケートでは子どもたちの肯定的な評価（そう思う どちらかといえばそう思う）

は６９パーセントでした。 

 そこで、今年度、全職員で校内研修等で協議を重ねていったのが「子どもにゆだねる授業」で

す。「ゆだねる」とは、もちろん子どもに丸投げするということではありません。子どもが「自分

で考え、自分から取り組む」ことができるようになる教師の役割とは何か、子どもたちが自由に

発言して対話を深められる授業の姿とは何か、それを明確にしない限り「子どもにゆだねる授業」

は成立しません。ちょうど昨年度２月に熊本市教育センターの授業づくり学校訪問（４年に１回）

があり、「子どもにゆだねる」という助言をいただいたのがきっかけでした。 

 そして、研究部長が中心となってまとめたのが【表１「子どもにゆだねる授業」が目指す児童の

姿と教師の役割】です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだ実践途中でさらなる取り組みが必要な段階で

はありますが、先ほどの質問項目を昨年度のも

のと比較すると右図のように、肯定的評価が６

９％から８２％になりました。この他にも「あ

なたは、学校生活や地域社会をよりよくするた

めに考えたり、行動したりしていますか」が５

９％から７９％、「あなたは、授業の中で、対話な

どを通して、他の人の考えや意見を自分の学びに

生かすことができていますか」が７９％から９１％

へと上昇しました。今後も、これからの未来を生き抜く力を育む学習に、子どもたちと一緒に全

職員で取り組んでいきます。どうかの皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

表１ 「子どもにゆだねる授業」が目指す児童の姿と教師の役割 

R７ 

R６ 

どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう思わない 

わからない 

そう思う 

あなたは、自分で考え、自分から取り組む学習 

をしていると思いますか 


